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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 福島県沿岸域の海底土の 137Cs 濃度は低下傾向にあるものの、低下の鈍化が確認されている。

しかしながら、その鈍化の要因については明らかとなっていない。そこで海底土の 137Cs 濃度の

推移の把握と鈍化の要因の解明を目的とし、県が実施するモニタリングデータや降水量のデー

タから大規模降雨との関係性について解析を行った。大規模降雨による陸域からの 137Cs の供給

が海底土の 137Cs 濃度低下の鈍化に影響を与えている可能性が示唆された。 

                                                                                                                           

（１） 2011 年 5 月から 2020 年 3 月までの県が実施するモニタリングデータ（福島県沖 8 定線[新

地、磯部、鹿島、新田川、久之浜、四倉、江名、勿来]の水深 7, 10, 20m の 137Cs 濃度デー

タ）を用いた。また、気象データは気象庁が公開する地域気象観測システム（アメダス）よ

り浪江観測所の降水量データを使用した。 

（２） 各定線について、非線形回帰（the local regression smoothing）により低下傾向を把握し

（図１[鹿島定線の例]）、降水量との関連性（図２）や大規模降雨前後 5 か月の 137Cs 濃度

比（図３）により大規模降雨（2014 年以降の約 100 mm/24h を超える降雨に相当）の影響

を評価した。 

（３） 大規模降雨後、海底土の 137Cs 濃度は増加した。大規模降雨による陸域からの 137Cs の供給

が 137Cs 濃度低下の鈍化の要因の一つである可能性が示唆された。 

 

２ 期待される効果 

（１） 福島県沿岸域の海底土の 137Cs 濃度の蓄積メカニズムを説明する根拠となる。 

（２） 海底土 137Cs 濃度の低下傾向の結果から魚介類のモニタリング結果とあわせて情報発信す

ることにより魚介類の安全性を漁業関係者や消費者に示すことができる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 特になし  
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図１ 鹿島定線における海底土の 137Cs 濃度の推移    図２ 海底土 137Cs 濃度と降水量の関係 
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図３ 大規模降雨と海底土 137Cs 濃度増加の関係 
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